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	応用
	抗原情報
	背景
	ITGAMはCD11BやCR3Aとも呼ばれ、インテグリンα鎖ファミリーに属します。単球、マクロファージ、顆粒球の様々な接着相互作用、ならびに補体被覆粒子の取り込みに関与しています。ITGAMは、補体第3成分のiC3bフラグメントの受容体であるCR-3と同一です。C3bのR-G-Dペプチドを認識すると考えられます。インテグリンITGAM/ITGB2は、単球、マクロファージ、顆粒球の様々な接着相互作用、ならびに補体被覆粒子や病原体の取り込みに関与しています（PubMed:9558116、PubMed:20008295）。ITGAMは、補体第3成分のiC3bフラグメントの受容体であるCR-3と同一です。C3bのR-G-Dペプチドを認識すると考えられます。インテグリンITGAM/ITGB2は、フィブリノーゲン、因子X、ICAM1の受容体でもあります。フィブリノーゲンγ鎖のP1およびP2ペプチドを認識します。好中球の遊走を制御します（PubMed:28807980）。βサブユニットITGB2/CD18と共役し、CD177-PRTN3を介したTNF刺激による好中球の活性化に必要です（PubMed:21193407）。血管外遊出好中球における貪食誘導性アポトーシスを制御する可能性があります（類似性による）。マスト細胞の発達に関与している可能性があります（類似性による）。ミクログリアにおいてTYROBP/DAP12と共役し、脳の発達中に起こる神経細胞のアポトーシスを促進するミクログリアスーパーオキシドイオンの産生を制御する必要があります（類似性による）。
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、造血細胞系統、白血球の内皮透過移動、アクチンと細胞骨格の調節、
	画像データ
	

	RAW264.7 細胞溶解物中の CD11b 発現のウェスタン ブロット分析。

